
　　文化課　☎22-1187　　22-1209■問

万野原新田地区

ふる
さと

再発見 富士宮市は､数多くの文化財が点在する歴史のま
ちです｡まちの魅力的なスポットを訪ね歩き､身近
に見て･触れて･感じてみませんか｡

富士山の水害と防災
　富士山には､いくつもの沢があり､大雨が降ったときに､
土砂とともに雨水を麓に流す排水路の役割を果たして
います｡
　弓沢川と風祭川の間に広がる万野原には､沢が発達し
ていないため､雨水の通り道となり､かつて万野原や大
宮町は多くの被害を受けていました。
　その対策として､江戸時代に雨水を弓沢川に流すた
めの一番堀と二番掘が造られました。
　江戸時代末期に大宮町の造り酒屋の店主が記した
『袖日記』には､安政3(1856)年7月､大宮町のほぼ全戸
の住民と万野原の住民が､荒れた一番堀･二番堀を20年
ぶりに堀浚いをしたと書かれています｡その後も堀浚
いが継続して行われていることから､この堀が雨水の
排水に必要なものであったことがわかります｡
　明治40(1907)年7月の大雨で､一番堀と二番堀の雨
水があふれ､大宮町が洪水となったため､明治43
(1910)年､山宮から万野原を通り弓沢川まで繋がる三
番堀が造られました。　
　その後､昭和44(1969)年には､4番目の堀となる大宮
都市地下水路(現弓沢川右岸４号幹線)が造られました｡

※現在､水路は歩道の下に埋設されています。

歩く博物館 Nコース＜万野原新田地区＞
万野原開墾の歴史コース
　市役所6階文化課､郷土資料館(文化会
館内)､出張所または市公式ウェブサイト
などにあります｡
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歩く博物館ガイドブック
　全24コースの地図と解説付きです｡
　　500円
　　市役所6階文化課､埋蔵文化財セン 
ターの窓口で

　　郵送で購入したい場合は､電話または
メールでお問い合わせください｡

　　文化課　☎22-1187
　　　 e-bunka@city.fujinomiya.lg.jp
■問
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富士山を守り未来につなぐ

富士山SDGs
エス ディー ジー  ズ

コミュニケーション手段を増やす

 手　話

　富士宮市に住む私たちが、これからもずっと
このまちで住み続けるためにみんなで取り組
む目標です。
　できることから一つずつ、一人一人が意識し
て行動しましょう。
　ここでは富士宮市の取り組みを紹介します。

　環境への負荷を減らすため、廃棄
物の再資源化を進めるなど、循環型
社会を形成する。

　富士宮市のSDGsへの取り組みを市公式ウェブサイトで紹介
しています。
　　トップページ＞富士宮市について＞市政の運営
　＞推進事業＞地方創生に向けたSDGs
■HP

企画戦略課　☎22-1113　　22-1206■問

障がい療育支援課　☎22-1145　　22-1251■問

富士山麓の自然環境を守るために

　土壌や水質汚染などの原因となる不法投棄をな
くし､自然環境を守るため､富士宮市は富士山麓環
境パトロール隊と協力して､市内北部を中心に年間
約40回パトロールを行っています｡
　そのほか､民間団体による自主的な清掃活動も
増えています。
  

　過去に掲載した手話を動画で紹介しています。
　　トップページ＞市民の皆さんへ＞健康･福祉
　＞障がい者支援＞手話で話そう
■HP

　

　食品ロスの削減や､雑がみ･ペットボトル･空き瓶･衣類
などの再資源化を啓発したり､不法投棄をなくすための
活動をするなど､世界遺産｢富士山｣のまちをいつまでも
きれいに保つために､環境保全に努めています。

右手指の背側を頬に当て､
こするように前後に動かす。　

誰？

両手の親指を側頭部にあて､
残りの四指を前に倒す。

　

両手でこぶしを作り､
軽くおなかをたたくように前後に動かす｡

手話に
合った表情で

手話では､動きの強弱や速さ､
表情で｢嬉しい｣｢悲しい｣などの
感情が伝わります。

相手の
目を見て

犬 面白い

一人一人が少し工夫するだけで、誰かの優しい
暮らしにつながります。できることから一つず
つ、暮らしのなかに取り入れてみませんか。
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